京大広報 No. 639 by 京都大学総務部広報課
Title京大広報 No. 639
Author(s)





































































































































































































































ために－」（Optionen multilateraler Forschungspolitik 






























































































　北村　隆行（高等教育研究開発推進機構長） 任期：平成21年 3 月31日まで 
　藤井　讓治（図書館機構長・附属図書館長） 任期：平成22年 9 月30日まで 
　佐治　英郎（環境安全保健機構長） 任期：平成22年 9 月30日まで 
　松山　隆司（情報環境機構長） 任期：平成22年 9 月30日まで
　横山　俊夫（国際交流推進機構長） 任期：平成21年 3 月31日まで 
　牧野　圭祐（産官学連携本部長・産官学連携センター長）
 任期：平成21年 3 月31日まで 
　中村　孝志（医学部附属病院長） 任期：平成22年 9 月30日まで
　大嶌幸一郎（工学研究科長） 任期：平成22年 3 月31日まで
　代谷　誠治（原子炉実験所長） 任期：平成21年 3 月31日まで
　
理事補（任期はいずれも平成２０年１１月１日より）
　藤井　秀樹（経済学研究科教授） 任期：平成22年 9 月30日まで 
　村中　孝史（法学研究科教授） 任期：平成22年 9 月30日まで
　稲葉　カヨ（生命科学研究科教授） 任期：平成22年 9 月30日まで
　岸本　佳典（総務部長） 任期：平成22年 9 月30日まで
　淡路　敏之（理学研究科教授） 任期：平成22年 9 月30日まで
　南川　高志（文学研究科教授） 任期：平成22年 9 月30日まで
　際本　泰士（人間・環境学研究科教授） 任期：平成21年 3 月31日まで
　伏木　　亨（農学研究科教授） 任期：平成22年 9 月30日まで



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 陸 上 競 技 7 5 10 4
2 水 泳 10 5 7 4
3 野 球 5 10 4 7
4 軟 式 野 球 7 4 5 10
5 テ ニ ス 10 4 5 7
6 ソ フ ト テ ニ ス 4.5 10 7 4.5
7 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 7 5 10 4
8 バ レ ー ボ ー ル 7 4.5 10 4.5
9 サ ッ カ ー 4 5 10
10 ラ グ ビ ー 5 7 10 4
11 卓 球 4 10 7 5
12 バ ド ミ ン ト ン 5 4 7 10
13 柔 道 5 10 4 7
14 剣 道 10 5 7 4
15 体 操 競 技 5 7 10
16 ハ ン ド ボ ー ル 10 4 5 7
17 弓 道 4 5 10 7
合　計　得　点 20.5 69 41 27 61 94 63 20 8.5 27







































1 陸 上 競 技 10 5 7 4
2 水 泳 5 7 10 4
5 テ ニ ス 7 4 5 10
6 ソ フ ト テ ニ ス 4.5 7 10 4.5
7 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 5 7 10
8 バ レ ー ボ ー ル 4.5 4.5 10 7
9 サ ッ カ ー 7 10 4.5 4.5
11 卓 球 5 7 10 4
12 バ ド ミ ン ト ン 5 10 7 4
14 剣 道 7 5 10 4
15 体 操 競 技 7 5 10
16 ハ ン ド ボ ー ル 7 10 5 4
17 弓 道 4 10 5 7
合　計　得　点 15.5 32 51.5 0 33.5 109 37 4.5 9 30 8













北海道大学 東北大学 東京大学 名古屋大学 京都大学 大阪大学 九州大学
順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点
アイスホッケー 2 8 1 10 5 3 6 2 4 4 3 6 7 1
航 空 5 3 不参加 4 4 1 10 2 8 6 2 3 6
ス キ ー 不参加 不参加 1 10 3 6 5 3 2 8 4 4
馬 術 4 3 1 8 2 6 不参加 3 4 該当団体なし 5 2
アーチェリー 7 1 2 8 5 3 4 4 6 2 1 10 3 6
空 手 道
男子 5 3 3 6 1 10 7 1 2 8 4 4 6 2
女子 5 5 1 5 4 3 2
弓 道
男子 2 8 1 10 3 6 6 2 4 4 7 1 5 3
女子 2 8 1 10 7 1 6 2 4 4 5 3 3 6
剣 道
男子 1 10 2 8 4 4 5 3 6 2 7 1 3 6
女子 5 3 4 4 2 8 6 2 7 1 3 6 1 10
硬 式 庭 球
男子 7 1 3 6 4 4 2 8 1 10 5 3 6 2
女子 4 4 1 10 3 6 2 8 6 2 5 3 7 1
硬 式 野 球 5 3 2 8 不参加 4 4 不参加 3 6 1 10
ゴ ル フ 3 6 4 4 5 3 2 8 1 10 6 2 7 1
自 動 車 3 6 2 8 6 2 4 4 5 3 1 10 7 1
柔 道 5 3 1 10 2 8 6 1.5 3 5 3 5 6 1.5
準 硬 式 野 球 3 6 4 4 5 3 1 10 2 8 6 2 不参加
少 林 寺 拳 法 4 4 2 8 5 3 7 1 3 6 1 10 6 2
水 泳
男子 6 2 4 4 7 1 2 8 3 6 1 10 5 3
女子 4 4 5 3 3 6 6 2 2 8 1 10 7 1
相 撲 6 1 3 2 4 7 4
ソフトテニス
男子 5 3 6 2 7 1 3 6 4 4 2 8 1 10
女子 1 10 不参加 不参加 3 6 4 4 2 8 5 3
ソフトボール 該当団体なし 5 2 3 4 2 6 4 3 1 8 6 1
体 操 1 10 5 3 3 6 4 4 6 2 2 8 7 1
卓 球
男子 2 8 1 10 6 2 3 6 5 3 4 4 7 1
女子 4 4 3 6 6 2 2 8 7 1 1 10 5 3
バスケットボール
男子 3 6 6 2 1 10 2 8 5 3 4 4 7 1
女子 4 4 1 10 7 1 3 6 2 8 6 2 5 3
バドミントン
男子 2 8 6 2 4 4 7 1 5 3 3 6 1 10
女子 1 10 2 8 6 2 3 6 7 1 5 3 4 4
バレーボール
男子 4 4 7 1 2 8 1 10 3 6 5 3 6 2
女子 7 1 4 4 6 2 5 3 1 10 2 8 3 6
ハンドボール 7 1 2 8 4 4 1 10 5 3 6 2 3 6
フェンシング 5 2 2 6 3 4 該当団体なし 1 8 4 3 6 1
ヨ ッ ト 5 3 6 2 3 6 7 1 4 4 2 8 1 10
ラ ク ロ ス
男子 3 6 7 1 2 8 6 2 4 4 1 10 5 3
女子 不参加 2 8 1 10 不参加 3 6 4 4 5 3
陸 上 競 技
男子 5 3 1 10 6 2 4 4 2 8 3 6 7 1
女子 1 10 7 1 4 3.5 2 8 6 2 3 6 4 3.5
総 合 得 点 179 215 170.5 181.5 181 213 141






















































































































同40年 4 月から同43年 3 月まで立命館大学講師，助
教授を経て，同年4月京都大学教養部助教授に採用，
同59年 4 月教授に昇任，平成 4年10月総合人間学部























































































































































　　　　　　　　　　　　　　　研 究 室 訪 問：　13：30～17：00
２．場　　　所：生態学研究センタ （ー大津市平野 2丁目509－3 ）
　　　　　　　　JR瀬田駅からバスをご利用ください。詳しくはホームページをご覧ください。
３．問 合 せ 先：陸域生物相互作用分野　大串隆之（E-mail：ohgushi@ecology.kyoto-u.ac.jp）
４．申 込 方 法：（12月 5 日まで）
　　　　　　　　 　氏名・所属・学年・住所・電話番号・メールアドレス・希望研究分野を書いて，以下のい
ずれかの方法でエントリーしてください。
　　　　　　　　　E-mail： open@ecology.kyoto-u.ac.jp　ＦＡＸ： 077－549－8201
　　　　　　　　　はがき：〒520－2113 大津市平野2丁目509－3　京都大学生態学研究センター　川田 宛
（生態学研究センター）
生態学研究センター　オープンキャンパス
v v
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防災研究所　附属地震予知研究センター　北陸観測所
（http://www.rcep.dpri.kyoto-u.ac.jp/main/obs/hkj/hkjJ.html）
　
北陸観測所は，福井県鯖江市の緑豊かな三里山の麓にありま
す。鯖江市は日本最古の伝統を持つ越前漆器の産地として，ま
た，めがねフレームの生産日本一としても知られています。福
井県の自然災害といえば，最近では平成16（2004）年の福井豪雨
災害などが記憶に新しいところですが，忘れてならないのは，
ちょうど60年前，昭和23（1948）年に発生したマグニチュード
7.1の福井地震です。福井地震は都市域の直下に発生し，死者
約3,800人，家屋倒壊36,000戸以上という甚大な被害をもたらし
ました。気象庁の震度階は，当時 6が最大でしたが，この地震
による家屋倒壊率の大きさを表現するために新たに震度7が制
定されました。北陸地方では福井地震の他にも多くの被害地震
が過去に発生し，また活断層が多く分布しています。大きい地
震に比べて多数発生する微小地震（マグニチュード 3以下）を高
感度で観測することにより，北陸地方における地震活動や地殻
構造等の特性を解明することを目的として，この地に北陸観測
所が設立されたのです。
　北陸観測所は，昭和45（1970）年に地震予知研究計画に基づい
て，防災研究所附属北陸微小地震観測所として設置され，昭和
49（1974）年に本館等の建物が竣工しました。その後，平成 2
（1990）年に防災研究所附属地震予知研究センターが設立される
とともに，同センター北陸観測所と名称を改めて，現在に至っ
ています。設置当初から平成 2年までは，計 4名の教員が順次，
観測所に勤務しました。それ以降は，担当の教員は宇治キャン
パスの地震予知研究センター及び関連部門に所属して，観測所
の運営及び研究を担当しています。技術職員は1名で，技術室
北陸観測所及びその観測点（赤い＋）のデータに
より震源決定された１９７６年～２００７年の地震分
布。１９４８年福井地震及び１８９１年濃尾地震の断層
面を白い線で示す。
隔地施設
紹介
観測坑内に設置された
高感度地震計
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長として宇治に勤務した 5年間あまりを除いて，ずっと現地勤務により観測維持にあたっています。
　北陸観測所の特徴の一つは，格子状に掘削された総延長
560mもの観測坑を持つことです。この中に高感度地震計をは
じめ，広帯域地震計，強震計，伸縮計，傾斜計などの測定機器
を設置して，地震，地殻変動の観測を行っています。また，地
球磁場や自然電位の測定も行われています。観測坑は，他大学
の研究者にも観測や機器開発の場として有効に利用されていま
す。例えば，坑道内に存在する地質断層の挙動を調べるための
三次元相対変位計の開発や，ラドン濃度の連続測定などの研究
が行われてきました。
　北陸観測所の観測坑以外にも，石川，福井，滋賀３県の6カ所に地震観測点を設置し，1976年以降，テレ
メータによる微小地震観測を行ってきました。これらのデータは現在，宇治キャンパスの地震予知研究セ
ンターでも自動処理されるとともに，気象庁にもリアルタイムで伝送され，全国の地震観測データの一元
化処理に使用されています。北陸観測所による約30年間に及ぶ微小地震の震源分布は，北陸地方の地震活
動特性を明らかにしてきました。福井平野の東縁部に北北西－南南東方向に延びる地震分布の多くは，福
井地震の震源断層（全長約30km）に沿う余震活動と考えられます。これから更に南東方向に延びる地震分
布は，濃尾地震（1891年，M8.0）の震源断層（全長約80km）を含む活断層帯に沿うものです。琵琶湖北東部
の柳ヶ瀬断層帯にも活発な微小地震の活動帯が分布し，白山火山及び周辺の山岳直下にも地震活動が見ら
れます。一方，北陸観測所を中心とする半径約10kmの領域内には微小地震がほとんど発生していません。
いわゆる地震活動の空白域です。北陸観測所で記録された地震の波形データを詳細に解析すると，この空
白域では周辺の活断層帯に比べて地震波の散乱が弱く，地殻の媒質がより均質であることが推定されてい
ます。福井地震の震源断層は地表に現れない伏在断層であり，その地下における位置の推定をはじめ，地
震学的な調査を行うことは，北陸観測所の重要な研究課題の一つです。これまで，人工的に発生させた地
震波を用いて基盤構造のずれを検出し，繰り返し地震を発生させてきた断層が地下に存在することを推定
しました。福井平野における重力の測定から地下の密度構造を
推定し，断層の水平方向への広がりを推定する試みも行われて
きました。また，断層に沿う精密な震源分布を推定するととも
に，上に述べた地震波形の解析により，地震波を強く散乱する
構造としての断層の深部形状が詳細に調べられつつあります。
その他にも，地震観測データにもとづいて北陸地方の地殻の三
次元速度構造や，地震の震源域に働く応力場，地質構造と地震
活動度との関係等が調べられています。今後，北陸観測所によ
り蓄積された地震データベースの解析をさらに進めて，北陸地
地震観測点の保守
（石川県小松市）
見学者（地元小学校の６年生）に
伸縮計と傾斜計の原理を説明
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方の活断層を含む詳細な地殻構造と地震発
生特性の解明をめざします。
　北陸観測所の担当教員は，理学研究科の協
力講座教員として，学生が北陸観測所のデー
タを用いて上述のような研究課題を行うう
えでの指導を行っています。金沢大学や富山
大学をはじめとする北陸地域の他大学や高
専とも長年にわたる交流があり，他大学の学
生が観測所を訪問してデータ利用・解析する際の研究指導や，
年2回の北陸地震研究会を開催して幅広い研究交流を行ってい
ます。また，地元の小学校に出向いて地震についての特別授業
を行い，防災関係機関で講演を行うこともあります。地元の小
中学校，高校や防災関係機関からの観測所施設の見学依頼にも，
可能な限り宇治から教員が出かけて対応しています。特に今年
は，福井地震60周年シンポジウムを，福井県や福井市，坂井市
とともに開催し，地元住民への防災知識の普及及び地元研究者
との研究交流を推進しました。宇治キャンパスからも学生が参
加し，過去の地震災害や幅広い研究成果に触れる良い機会でも
ありました。なお，本館建物の壁面には地震観測所に相応しく
沈み込むプレートを模したモニュメントが取り付けられていま
すが，これは長年にわたり交流のある福井高専の教員・研究者の協力を得て作成されたものです。
　隔地の地震観測施設は，その地域における基本的な地震観測データの蓄積や解析・研究の推進による学
術的な寄与はもちろんのこと，地元住民や行政機関への防災知識の伝達・普及による地震被害軽減への寄
与という重要な役割も持ちます。
　
〒916-0034　福井県鯖江市下新庄町88下北山29
TEL： 0778－52－2494　FAX： 0778－51－8092
ご意見・ご感想をお寄せください。
京都大学総務部広報課　〒 606-8501　京都市左京区吉田本町　E-mail：kohho52@mail.adm.kyoto-u.ac.jp
アクセス
　・ 京都駅からＪＲ北陸本線鯖江駅下車，徒歩２５分，または鯖江駅からつつじバス新横江線（１日４便）新町
下車，徒歩２分
　・北陸自動車道鯖江ＩＣで降り，国道４１７号線沿いに南東方向へ５分
見学中の鯖江市長（中央）と
観測所正門にて
職員構成
教員（兼任） 3 名
技術職員（再雇用） 1 名
福井地震６０周年シンポジウムを開催
